
林いさお通信

　十数年前、人生に迷った時、愛媛県砥部町の坂村真民先生を訪ね�

ました。先生から優しいお言葉をいただき、右の色紙を下さいまし�

た。

　この数ヶ月、駅で、町で多くの人に出会いました。

　そして、町への数多くの真摯な思いをお聞きしました・・・。

　『念ずれば　花ひらく』

　一人ひとりの夢が、そして町の夢が花ひらくことを願っています。

　多くの人の思いを胸に、私に課せられた使命と責任を果たしてい�

きたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　林いさお
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　　　　　念ずれば

　　　　　花ひらく

苦しいとき

母がいつも口にしていた

このことばを

わたしもいつのころからか

となえるようになった

そうしてそのたび

わたしの花がふしぎと

ひとつひとつ

ひらいていった　　　　　　　　　坂村真民

念ずれば花ひらく

坂村真民（さかむら　しんみん）

“人はどう生きるべきか”を一生の命題とする祈りの詩人

明治４２年熊本生まれ。８歳の時、父親の急逝によりどん底の生活に落ちる。�

５人兄弟の長男として母親を助け、幾多の困難に立ち向かう。四国移住後、�

一遍上人の信仰に随順して仏教精神を基詩とした詩の創作に転じる。�

平成１８年１２月１１日永眠される。享年９７歳。

■林いさお後援会事務所　

三芳町上富１００３　電話０４９－２５９－２２２８　　

※� 住所、氏名等の変更がある場合には、大変恐縮ですがお知らせ下さい。
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